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肥育豚に対する守口漬残さの給与が豚の嗜好性及び水分出納に及ぼす影響

鈴木雅大1)・栗田隆之1)

摘要：守口漬残さは独特の香りと、高い塩分やアルコールを含有する愛知県特有の食品製

造副産物であるが、飼料原料として豚に給与した場合の影響は不明である。本試験では、

守口漬残さを肥育豚へ給与した場合、嗜好性及び水分出納に及ぼす影響を検討した。 

試験1では、体重70 kgから110 kgまで配合割合0％及び5％、10％、15％で守口漬残さを

混合した飼料を給与した場合の飼料摂取量と血中ナトリウム(Na)及び血中尿素窒素(BUN)を

測定したが各区に差はみられなかった。一方、飲水回数は配合割合が増えるにつれて増加

した。糞中水分含量には差はみられなかった。守口漬残さ配合区の乾物摂取量及び1日平均

増体量、飼料要求率は対照区と同等であった。試験2では、対照区及び6％区の2試験区を設

け、代謝ケージに単独飼育し、水分出納を調査したところ、6％区で飲水回数及び尿排泄量

が増加傾向にあり、飲水量は有意に増加した。 

守口漬残さの嗜好性は良好であり、塩分濃度が高いことも、飲水量を増加することで代

償できていることが示された。今回の試験結果から、守口漬残さは養豚飼料として利用で

きる可能性が示唆された。しかし、飲水量の増加に対応しうる飲水環境の確保や尿排泄量

の増加による床面環境の悪化が懸念されるため、注意が必要と考えられた。 
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緒 言

日本の養豚は、飼料原料の大部分を輸入に依存して

いる。近年、穀物価格の高騰により、飼料価格が上昇

し、その経営は厳しい状況にある。そのため、飼料自給

率の向上を推進する動きがあり、その一つとして、食品

製造副産物等の利用促進が挙げられる。2001年に食品リ

サイクル法が施行されて以降、産業廃棄物として処理さ

れていた食品製造副産物の飼料化が推進されている。国

内ではこれまでにもうどん1)、牛乳2)、チョコレート3)な

ど多くの試験研究が行われており、いずれも豚に給与可

能であることが示されている。また、発酵食品について

も酒粕4)、醤油粕5)など種々の研究が行われている。愛

知県は日本酒や味噌などの発酵食品の生産量が多く、入

手の可能性が高い。その様な発酵食品残さの一つであ

り、さらに愛知県の地域特産品として、守口漬残さが挙

げられる。この残さは年間1000トン程度排出されてお

り、産業廃棄物として破棄されていることから、飼料利

用を推進することができれば、産業廃棄物のリサイクル

に貢献することができる。 

しかし、守口漬残さは独特な風味があるため、豚の

嗜好性に及ぼす影響は不明である。さらに、塩分やアル

コール分が高いため、豚に給与した場合、生体や生産物

への悪影響が懸念される。また、高塩分の飼料を給与す

ることで飲水量が増加し、尿量や糞中水分含量が増加す

ることも懸念される。その場合、糞と尿が混合して軟調

になることにより、除糞にかかる作業性が悪化する。 

今回、守口漬残さを配合した飼料の給与が、肥育後

期豚の嗜好性及び水分出納に及ぼす影響を検討し、いく

つかの知見が得られたので報告する。 

材料及び方法

1 守口漬残さの栄養成分分析と保存性 

守口漬残さの栄養成分について、飼料分析基準注釈

(第三版)6)に従って、水分及び粗蛋白、粗脂肪、粗繊

維、粗灰分、可溶無窒素物を測定した。また、食塩相当

量及びアルコール分を測定した。水分は通風乾燥法、粗

蛋白はケルダール法、粗脂肪はジエチルエーテル抽出

法、粗繊維はろ過法、粗灰分は灰化法で測定した。可溶

無窒素物は、100％から上記の5成分を差し引くことによ

り算出した。TDNについては、日本標準飼料成分表

(2009)7)に記載の酒粕の消化率を参考とし、守口漬残さ

の各成分を掛け合わせることにより算出した。食塩相当 
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表1 試験1及び2の飼料設計                  (％)

対照区 1)
試験 1 試験 2 

   5％区   10％区   15％区    6％区 

  二種混 2)    70.5    67.8    65.7    63.7    67.4 

  守口漬残さ     ―     5.0    10.0    15.0     6.0 

  大豆粕     9.8     9.5     9.6     9.7     9.5 

  フスマ    18.0    16.3    13.3    10.3    15.7 

  塩酸 L-リジン     0.02     0.03     0.03     0.03     0.03 

  炭酸カルシウム     0.88     0.82     0.78     0.73     0.81 

  第三リン酸カルシウム     0.20     0.22     0.24     0.26     0.22 

  食塩     0.27      ―      ―      ―      ― 

  プレミックス 3)     0.30     0.30     0.30     0.30     0.30 

 合計  100.0   100.0   100.0   100.0   100.0 

  TDN4)    75.0    75.0    75.0    75.0    75.0 

 粗蛋白 4)    13.5    13.5    13.5    13.5    13.5 

1) 対照区飼料は試験1・試験2共通 

2) 二種混はトウモロコシ 98％、魚粉(CP60％)2％の混合 

3) プレミックスは、ビタミン、ミネラル(炭酸亜鉛、硫酸鉄、硫酸コバルト等)の混合物 

4) 栄養成分は日本標準飼料成分表(2009)7）を参考とした風乾物中含量計算値 

量については原子吸光分析法、アルコール分については

ガスクロマトグラフ法により測定した。 

守口漬残さの細菌検査として、食品衛生検査指針8)に

従って、一般細菌数及び大腸菌群数を測定した。守口漬

製造工場から守口漬残さが排出された後(以下、排出後

という)、5月から10か月間、常温で直射日光を避けてポ

リエチレン製容器に密閉保管した。保管後約1か月、4か

月、10か月経過後の守口漬残さを標準寒天培地及びデゾ

キシコレート寒天培地に混釈し、35℃48時間培養後、コ

ロニー数を測定した。 

2 試験1：守口漬残さ給与試験 

(1) 供試豚 

供試豚は、2016年1月に生産された三元交雑種WLD48

頭(雌24頭、去勢24頭)を用いた。1群は雌2頭、去勢2頭

の計4頭とし、平均体重が均等となるように、豚房に配

置した。 

(2) 試験区分 

試験区分は、対照区、5％区、10％区及び15％区の4

区3反復を設けた。試験は各試験区の平均体重が70 kgと

なった時点から開始し、110 kgに到達した時点で試験終

了とした。試験は2016年5月下旬から7月上旬まで実施

し、不断給餌で、ピックによる自由飲水により行った。 

供試飼料の配合割合及び成分の計算値は表1のとおり

で、対照区はトウモロコシ主体の飼料を給与した。ま

た、5％、10％区及び15％区は、飼料中に原物重量とし

て5％、10％、15％守口漬残さを配合した飼料を給与し

た。なお、これらの飼料には、風乾物換算した場合に日

本飼養標準(2013)9）に記載の肥育後期の養分要求量であ

るTDN75％、粗蛋白13.5％を充足するように、不足する

リジン等のアミノ酸、ミネラル及びビタミンを添加し

た。

(3) 調査方法 

発育性調査として、飼料摂取量及び1日平均増体量、

飼料要求率を調査した。飼料摂取量については、週に一

度、残飼量を測り、飼料給与量から差し引くことで測定

した。また、試験終了日に体重測定を行い、試験日数で

除することにより1日平均増体量を算出した。さらに、

飼料摂取量を1日平均増体量で除することにより、飼料

要求率を算出した。 

血液生化学検査として、富士ドライケム3000(富士フ

ィルム株式会社、神奈川)によりBUN及びNaを測定した。

採血は試験開始日と試験終了日に、各試験区3頭ずつか

ら実施した。 

飲水回数調査として、飲水回数及び糞中水分含量を

調査した。この調査は体重約100 kg時に実施し、飲水回

数については各試験区8頭ずつを午前10時から12時まで

の間調査した。糞中水分含量は各試験区4頭ずつから新

鮮便を採取した。60℃で2日間乾燥後に粉砕混和し、135

℃で2時間乾燥することにより水分含量を測定した。 

3 試験 2：守口漬残さ出納試験 

試験1とは異なる2016年8月に生産されたWLD三元豚の

去勢4頭を代謝ケージに1頭ずつ配置した。試験区分は試

験1の対照区と同じ飼料を給与する対照区、食塩相当量

が対照区の2倍になるように守口漬残さを6％配合した飼

料を給与する6％区の2区を設けた。各区に2頭を配置

し、馴致期間を5日間、本試験期間を5日間として実施し

た。試験は平均体重が50 kgとなった2016年11月中旬か

ら開始し、12月上旬まで20日間実施した。試験飼料は表1

のように設計した。飼料の給与量は体重の3％量(乾物)

を朝夕2回給与した。飲水は20 Lのポリタンクに接続し

たウォーターピックによる自由飲水とした。本試験期間

の糞及び尿を採取し、その後、試験区を入れ替えて同様
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表2 守口漬残さの栄養成分    (％) 

   調査項目    原物中    乾物中 

 水分     57.1 

 粗蛋白      5.5     12.8 

 粗脂肪      0.9      2.1 

 粗繊維      1.1      2.6 

 粗灰分      9.8     22.8 

 無窒素可溶物     25.6     59.7 

 TDN     29.7     69.2 

 食塩相当量      9.2     21.4 

 アルコール      2.3      5.4 

表3 守口漬残さの保存性 

   排出後月数 1か月  4か月 10 か月  

一般細菌数(CFU/g)  420   <300  <300 

大腸菌群数(CFU/0.1g) 陰性  陰性  陰性 

外観 － 変化なし 変化なし 

におい  － 変化なし 変化なし 

表4 発育成績 

 調査項目      対照区      5％区     10％区     15％区 

 開始体重(kg)   69.4 ± 2.0  69.3 ± 0.6  70.1 ± 1.9  69.4 ± 2.4 

 終了体重(kg)  107.9 ± 2.8 109.8 ± 3.8 110.0 ± 2.8 108.8 ± 1.6 

  試験日数(日)     40 ± 4     40 ± 4     42 ± 0     40 ± 4  

  原物摂取量(kg/日/頭)   3.49 ± 0.12   3.77 ± 0.30  3.51 ± 0.07  3.84 ± 0.13 

 乾物摂取量(kg/日/頭)   3.02 ± 0.11   3.19 ± 0.26  2.90 ± 0.06  3.08 ± 0.10 

  1 日平均増体量(g/日)    970 ± 163   1023 ± 20   951 ± 66   998 ± 66 

 飼料要求率(乾物)   3.11 ± 0.1   3.12 ± 0.2  3.05 ± 0.2  3.09 ± 0.1 

平均値±標準偏差

表5 血液生化学成績 

  調査項目      対照区      5％区     10％区     15％区 

 Na(mEq) 
試験開始時    150 ± 0.6    149 ± 3.8  151 ± 1.2  148 ± 1.0 

試験終了時    149 ± 0.6    148 ± 0.6  148 ± 0.6  147 ± 0.6 

  BUN(mg/dl) 
試験開始時   15.7 ± 5.9  11.3 ± 2.6 14.7 ± 2.1 14.2 ± 3.0 

試験終了時   14.8 ± 3.0  14.2 ± 1.7 11.5 ± 3.2 13.3 ± 2.2 

平均値±標準偏差

表6 飲水回数成績 

 調査項目      対照区      5％区     10％区     15％区 

 飲水回数(回/頭)   3.5a ± 1.4   3.4a ± 1.3  4.5ab ± 1.9  5.5b ± 1.3 

  糞中水分含量(％)  78.8a ± 0.8   79.0a ± 0.8  78.5ab ± 0.8 78.0b ± 0.9  

1) 平均値±標準偏差 

2) 異符号間に有意差あり(P<0.05)。 

の試験を反復した。糞中水分含量は試験1と同様の方法

で測定した。飲水量は飲水タンクの減水量に加えて、飼

料中の水分量も加算した。 

4 統計処理 

 統計処理については、試験1は一元配置法による分散

分析で行い、試験区間の差の検定はTukeyの多重検定に

より行った。また、試験2ではt検定により行った。 

結 果

 守口漬残さの栄養成分分析値を表2に示した。食塩相

当量9.2％、水分57.1％であった。粗蛋白及びTDNはそれ

ぞれ5.5％、29.7％であった。 

守口漬残さの細菌検査成績を表3に示した。大腸菌群

は各検体とも検出されなかった。排出後1か月後の検体

では、一般細菌数が420 CFU/gであったが、4か月以降の

検体では、300 CFU/g以下であった。 

 発育成績を表4に示した。飼料摂取量は守口漬残さを

配合した区では増加する傾向があった。乾物摂取量を計

算すると、各試験区間に有意な差は認められなかった。

1日平均増体量及び飼料要求率については、各試験区間

に有意な差は認められなかった。 

血液生化学成績を表5に示した。BUN及びNaとも各試

験区間に有意な差は認められなかった。 

 飲水回数成績を表6に示した。飲水回数については、

対照区と5％区では差はみられなかったが、10％区では

増加傾向がみられた。さらに、対照区に対して15％区間

では有意な増加が認められた。出納試験成績を表7に示

した。6％区では飲水回数及び尿排泄量は増加傾向がみ

られ、飲水量は有意に増加した。一方で、糞中水分含量

に差はみられなかった。 

考 察 

守口漬残さの栄養成分を分析すると、水分が57.1％
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表7 出納試験成績 

調査項目    対照区     6％区 

飼料摂取量  (kg/日)  2.93a±0.10   3.01a±0.11 

乾物摂取量  (kg/日)  2.53a±0.09  2.54a±0.09 

飲水回数    (回/頭) 
 3.0 ±0.8  3.5 ±1.0 

飲水量     (L/日)  4.4a ±0.3  4.8b ±0.2 

尿排泄量    (L/日)  1.9 a±0.3  2.2 a±0.7 

生糞排泄量  (kg/日)  1.69a±0.27   1.68a±0.32 

乾物排泄量  (kg/日)  0.33a±0.02  0.35a±0.02 

糞中水分含量(％) 79.8a ±3.5  78.7a ±3.2  

と市販配合飼料と比較してかなり高いことから、変敗し

やすい危険性が考えられた。しかし、排出後10か月まで

の細菌検査をした結果、一般細菌数は排出10か月でも

300 CFU/g以下と少なく、大腸菌群数も陰性であった。

また、外観やにおいにも著変は認められなかった。この

ことから、少なくとも排出後10か月間の保存性は良いと

考えられた。これは、守口漬残さの塩分濃度は9.2％と

高く、一般細菌の増殖が抑制されたためと推測される。

なお、守口漬残さを配合した場合には、飼料全体として

の塩分濃度が下がり、変敗する危険性があるため、配合

後は速やかに利用すべきかもしれない。 

アルコール分は原物で2.3％であった。今回の試験の

15％区では、飼料全体のアルコール分は0.35％程度であ

り、この濃度では嗜好性や健康状態には影響はない程度

であると考えられた。しかし、塩分については、15％区

における飼料全体の食塩相当量は1.38％になる。豚のNa

要求率は他畜種と比べて0.1％と低く9)、塩分換算して

も0.25％程度であることを考えると、15％区の飼料は高

濃度であったと考えられる。豚は特に食塩中毒を起こし

やすいとされており、その量は30 gであるとの報告や、

それ以上の量であるとする報告もある10)。最近の高塩分

の食品残さを給与した報告では、少なくとも37 g程度では

中毒症状を呈さなかったとされている1)。なお、15％区で

は、1日あたりの摂取塩分量は48 g程度とより多量であった

が、中毒症状を示す豚はみられなかった。 

試験1において、守口漬残さを5％配合した試験区で

は、対照区と比較して飲水回数の変化はみられなかった

が、10％以上配合した試験区では増加した。また、試験

2の出納試験の6％区では、飲水回数及び尿排泄量は増加

する傾向がみられ、飲水量については有意な増加が認め

られた。 

これは守口漬残さを配合し、塩分の高くなった飼料

を摂取したことによって、血中Na濃度が上昇したため、

飲水量を増やすことで血中Na濃度を下げようとする作用

が働いたためと考えられる。また、血中のNa濃度は各試

験区とも差はみられなかったことから、結果的にナトリ

ウム濃度を正常に保つことができ、食塩中毒を呈するこ

とはなかったと考えられた。実際に、試験期間中には、

食塩中毒を疑う神経症状10)は認められなかった。さら

に、BUN値も正常範囲内であったことから、腎臓にかか

る負荷も問題なかったと考えられる。ただし、飲水量が

増えるため、それに耐えうる飲水環境が必要である。ま

た、糞中水分含量には影響しなかったものの、6％の配

合量では尿排泄量は増加傾向がみられた。そのため、豚

舎内においては、糞と尿が混合して軟調になることによ

り、除糞にかかる作業性の悪化には注意が必要である。 

守口漬残さを5％～15％配合した飼料を給与した試験

区の乾物摂取量は、対照区と同等であった。なお、摂取

量は試験開始直後から対照区と同等であり、守口漬残さ

独特の風味は、豚の嗜好性に対して大きな負の影響はな

いものと思われた。さらに、1日平均増体量及び飼料要

求率について、各試験区に差はなかったことから、発育

についても問題ないと考えられた。 

今回の試験結果から、守口漬残さの嗜好性は良好で

あり、塩分濃度が高いことも、飲水量を増加することで

代償できていることが示された。しかし、飲水量が増え

ることによる尿排泄量増加については注意する必要があ

る。本試験の結果から、守口漬残さは養豚飼料として利

用できる可能性が示唆された。しかし、配合にあたって

は、守口漬残さに粘調性があるため乾燥飼料と混合する

と塊状になりやすい。そのため、今後、守口漬残さの給

与期間や枝肉及び肉質成績に与える影響に加え、配合方

法も検討する必要があると考えられた。 
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